






















@　　　　　　　　　　『’……一一一”冒”一一一一一一一一一一一一一一・一＿＿『一．一一．一一一． 全窒素 全リ　ソ COD
水質汚濁防止法に基づく排水基準 120（60） 16（8） 160（120）
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児島湖流域下水道浄化センターでの処理排出水平均濃度（平成 3．34 0．03 5．97年度）
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児島湖（岡山県）の水質環境基準 1 0．1 5
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児島湖（岡山県）の現状水質（平成7年度） 2．4 0．20 12
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食品・調味料および BOD濃度 窒素濃度 リン濃度 捨てる量 BOD 窒素 リン
調理などによる発生物 ［mg／2］ ［mg／2］ ［mg／幻 ［mg］ 〔mg］ ［mg］
砂　　　　　糖＊ 450000一 一 10　9 4500 一 一
味　　　　　噌＊ 37QOOO21000270010　9 3700210 27
醤　　　　油＊ 22000025000 390010　9 2200250 39
ソ　　　一　　　ス＊ 2400001200 190 10　9 240012 1．9
ドレッシング＊ 6600001500 100 10　9 660015 1．0
マヨネーズ＊ 12900004400 870 10　9 1290044 8．7ケ日ャップ＊ 1570001900 580 10　9 160019 5．8
お　　　　　茶 290 15 4 180m2 50 2．7 0．7
コ　　一　　　ヒ 5900 350 62 180m2110063 11
缶　　コ　一　ヒ 1160002400 590180m21000430 106
牛　　　　　乳 8300049001340180m214900880 240
ジ　ュ　一　ス 110000420 110180m2000076 20
スポーツドリンク 46000 50 20 180m28300 9 3．6ウイスキー 160000130 0 180m2900023 0
ワ　　イ　　ン 150000270 130180m2700049 23
日　　本　　酒 188000710 103180m234000128 19
ビ　　一　　ル 89000340 132180m21600061 24
米のとぎ汁（4合） 2400 29 8 4500m210800130 35
（1回目のとぎ汁） 11100111 32 700m2780078 22
ラーメンの汁 260001180 290180m24700210 52
味　　噌　　汁 37000 一 一 180m26700 一 一
コーンクリームスープ 1260001300 210180m22700230 38
使用済み天ぷら油 14000001400 30 10m21400014 0．3台所用液体洗剤 2000003200 10 10m22000032 0．1
排水許容濃度 20 25 3 一 一 一 『
＊印の濃度単位は［mg／kg］
●BOD（生物化学的酸素要求量）とは，水中の汚濁物資である有機物を，好気性微生物が分解するのに必要な酸素の量．通常水温20度
　で5日間に消費する量をmg／eで表し，数値が高いほど汚濁の程度が著しいことを示す．合併処理施設からの放流水の管理目標値は，
　10mg／e以下である．●1人1日当たりの水質汚濁負荷（B’nD）の発生割合は，43000mg／人／日．その内訳はし尿が13000rng，生活雑排水が
　30000mgである。生活雑排水のなかで台所から17000m9発生しているという報告がある。
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表3　家庭でできる生活排水の汚濁負荷量低減対策例
（1）調理くずや食べ残し・飲み残しなどを出さないように工夫しましょう。
（2）残飯類や固形物が流しから流れ出ないようにクリーンネットなどをつけましょう。
（3）使用済みの天ぷら油などは，排水口には絶対に流さないようにしましよう。
（4）汚れのひどい食器類は，ゴムヘラや紙などでふき取ってから洗浄しましょう。
（5）洗濯は石けんを適正量使うようにしましよう。合成洗剤の使用はできるだけ避け，もし使用する
　　場合は，必ず無リンのものを使用して下さい。
（6）風呂の残り湯は，洗濯，清掃など有効に使いましょう。
4．おわりに
　排水中の窒素・リソ抑制対策は，大学等の研究機関でも積極的に取り組んでいかなければならない非常
に重要で難しい課題である。
　公共下水道の有無に限らず生活雑排水による負荷が非常に大きいことを念頭におき，今後も排水の負荷
低減対策，廃油石鹸作り，コンポスト化などの運動が盛んになることが必要である。
　さらに排水に限らず廃棄物全般について，適正に処理するだけにとどまらず，生産，流通，消費の各段
階で廃棄物の発生を抑制し，その再利用・資源化の徹底を図ることを事業所，市民，行政が一体となって
管理することが緊魯の課題となる。地域および地球環境規模での大きな問題を踏まえて，現在の生活を見
直す必要があると思われる。
5．参考文献
岡山県地域振興部：児島湖環境白書　平成7年版（1995）
須藤，西村＝「生活排水対策の意義と重要性」空気調和・衛生工学，68， 7，　515－525（1994）
一20一
